


　広告ビジネスは「消費者を動かす＝コンシュ
ーマー・アクティベーション・ビジネス」である
と思っています。これまで、広告会社は、クライ
アントに良いコミュニケーションプランを提案
し、良いCMを作って「メッセージを届ける」こ
とを重要な使命としてきました。しかし、それだ
けでは、広告主の要望にしっかり応えていると
は言えません。ここで終わるのではなく、「消費
者に行動を起こさせる＝アクティベートする」
ことができてこそ、広告主のビジネス成果に貢
献し、真のパートナーになれると考えています。
　「消費者を動かす」ために必要なのは、まず、消
費者のリアリティを追及する戦略的洞察です。
ビッグデータと呼ばれる膨大な情報が入手可能
になった現在、必要なのは、それを分析し、消費
者行動の「文脈と動機」を見つけ出すことです。
そして、その文脈から「これならば消費者が動
く！」という強い力を持ったアイデアを生み出
します。
　アイデアのある広告には、消費者を動かす力
があります。しかし、その評価は、どれだけ消費

者に到達したか、それによってどれだけ認知や
好感度が上がったかという尺度で測られてきた
ように思います。私たちは、「どれだけ消費者が
動いたか」という新しい評価目標を持ちたいと
思います。この目標をクライアントと共有し、達
成することにこだわります。最終的な成果に貢
献できる広告会社でありたいと思っています。
　それを実現するのは、目標達成への執念と、徹
底した現場主義です。それは創業当初からADK
のDNAの中にあったものです。旭通信社として
わずか４人で創業して以来、株式上場、第一企画
との合併等、次々と「革新」に挑戦し、実現してき
ました。ADKには、アイデアを行動力で実現し
ていく力があります。私はこれを、「The Power 
of Action」と名付け、社長就任にあたってカン
パニースローガンに掲げました。この力を思い
起こし、自らが動き、消費者を動かす会社であり
たい。消費者の心を動かし、行動を起こさせる、
元気なCMを作りだせる会社でありたいと考え
ています。

株式会社アサツー ディ・ケイ
代表取締役社長
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〈プロフィール〉
1954年２月17日生まれ，栃木県出身。76年３月同志
社大学商学部卒，同４月旭通信社入社。2000年第
５営業局長、05年執行役員関西支社支社長、07年
同コーポレート本部長，08年取締役執行役員、12年
取締役常務執行役員統合ソリューションセンター総
括を経て13年３月28日代表取締役社長に就任。
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【ACCフェスティバル事業】
　24年度フェスティバルのテーマは、これからの
日本のありようを強く意識した「挑戦者の勝ち

だ。」。部門別応募本数は、テレビ930本、ラジ
オ326本、地域テレビ455本、地域ラジオ244本、
ME49本の合計2004本であった。23年度の応募
期間が震災の影響により3カ月延期されているた
め、今期の応募対象期間が9カ月と短く、前年比
は85.7％となっている。
　この中から、テレビCM部門でトヨタ自動車の

　一般社団法人全日本シーエム放送連盟（ACC）の第22回定時総会が、5月24日午後３時半から東
京・千代田区の東京會舘で行われた。平成24年度の事業報告と、平成25年度の事業計画並びに予算案
が承認された。また新理事長に高田坦史氏（学識経験者）が選任された。（新理事長の就任のあいさつ
はP9に掲載）
　開会冒頭、武藤恒義専務理事から「正会員424社のうち365社（委任状を含む）が出席し、定款規定
によって総会成立が確認された」との報告があり、同じく定款規定によって永田圭司理事長（当時）を
議長に選任。その後、武藤専務理事がプロジェクターを使用して平成24年度の事業報告と25年度の活
動計画について説明した。

◆平成24年度の事業報告

企業ReBORN「リボーン篇（ほか７篇）」と本田
技研工業の企業「負けるもんか（プロダクト）」が
総務大臣賞／ACCグランプリをダブル受賞。また
ラジオCM部門でパナソニックのコンパクトソーラ
ーライト「一度きりのラジオCM」、ME部門でファ
ーストリテイリングのウルトラライトダウン＋ヒート
テック「日本縦断×全職業　ユニクロ史上最大11
万人試着感想キャラバンキャンペーン」が同賞を
受賞した。
【国際交流事業】
　2012年カンヌライオンズ国際クリエイティビテ
ィ・フェスティバルのフイルム部門審査員に、佐藤
カズー氏が派遣された。またカンヌライオンズ　
ヤング　クリエイティブコンペティション日本代表
の選考会を行い、フイルム部門で竹林亮さん（ハ
ット）・六反孝幸さん（PARTY）チームが、プリ
ント部門で竹村優奈さん・高田麦さん（電通）チ
ームがヤングライオンズで戦っ
た。なお、25年度会報の表紙
デザインは竹村さんが担当し
ている。7月には「世界のクリ
エイティブ研究会」を初めて開
催し、「D&AD」「ADFEST」
「NY Festival」「中国国际广

告节」について解説された。
【クリエイティブ事業】
　第25回ACC学生CMコンク
ールを広告主11社の協賛を得
て実施した。応募数はテレビ・
ラジオ合わせて2443作品であ

った。また12月14日、第9回目のCMシンポジウム
を開催。「CM成功のルール？」をテーマに行わ
れ、盛況を呈した。
【シーエム技術事業】
　新CM音声レベル（ラウドネス規準）について
研究会を行い、ステッカーを制作して関係機関に
配布した。スマートTVについても、ハードウェア
とコンテンツ2つの観点から研究会を開催。
【シーエム著作研究会】
　実施した研究会の内容は以下の通り。「スト
ック動画等を使用する場合の著作権の注意点」
「CMの苦情に見る消費者の意識と企業の対応」
「広告表現の判断基準はどこにあるのか～媒体
と向き合う前に」
　これらACCの事業活動については、【広報事
業】の一環としてACC会報、ホームページなどを
通じて内外にPRされた。
【その他事業】
　CM業界功労者の顕彰事業として、平成23年
度鈴木CM賞（第48回）を小田桐昭氏に贈賞し
た。

　一般社団法人として認可を受けた初年度であ

CMフェスティバル
TVグランプリはW受賞

◆平成25年度の事業計画
一般社団法人としての
スタート年

永田圭司理事長（当時）
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るが、財政状況は厳しい。事業実施に当たって
は、業務の効率化と経費節減に努め、効果的な
運営を行っていく。
【ACCフェスティバル事業】
　当連盟の活動の中心であり、日本で最も権威
ある広告賞として各界から注目を集める事業とな
るようにする。新テレビCM部門審査委員長に岡
康道氏（TUGBOAT）が就任。また、新しく「地
域賞」を創設し、各地域に根差した優れたCMを
取り上げていく。（詳細はP11～14）
【国際交流事業】
　カンヌライオンズのフィルム部門審査委員に鏡
明氏を選考。またカンヌライオンズ ヤングクリエイ
ティブコンペ国内選考会を実施し、今年はフイル
ム部門で長久允さん・佐藤雄介さん（電通）チー
ム、プリント部門で大田有香里さん・湧川晶子さ
ん（電通テック）チームがカンヌで戦うこととなっ
た。さらにカンヌ以外の国際賞について、昨年同
様セミナーを行い情報共有を促す考えだ。
【クリエイティブ事業】
　CMの質的向上と人材の育成を目指し、CMシ

ンポジウムの開催
（12月6日於イイ
ノホール）、第26
回学生CMコンク
ールの実 施（募
集期間７月１日～
８月２０日〈ネット
エントリー〉協賛
企業９社）、広告
セミナーの開催を
検討している。
【シーエム技術事業】
　①本格運用される「平均ラウドネス値」と「CM
のファイル運用の現状と将来」②スマートTVと
は（モニター、放送コンテンツの2つの観点から）
③４Kテレビ８Kテレビとは。カメラ、伝送路（於
NHK技術研究所）、モニターの最新技術動向―
をテーマとしたセミナーを催し、会報・ホームペー
ジ等で情報共有する。
【シーエム著作権事業】
　CM著作権に関する課題と主に、著作権のみ

ならずCM制作における様々
な権利関連の問題を取り上げ
る。
【広報事業】
　会報、ホームページ、ニュー
スリリース、記者発表会など
を通じ、会員社やマスコミに
積極的広報活動を行う。ホー
ムページでは、各賞エントリ
ーの効率化と積極的な情報
発信を進めていく。
【その他事業】
　広告宣伝業界の健全な発

展を期するため、その功績をたたえて鈴木CM
賞、ACC理事長賞の顕彰を行う。この度は鈴木
CM賞に永田圭司氏（前理事長）、理事長賞に岡
田髙治氏（前副理事長）が選出された。

　今年は改選期に当たるため、理事の選任が行
われた。新しい理事長には高田坦史氏（学識経
験者）が、また、副理事長に久保田和昌（サントリ
ービジネスエキスパート）、鈴木克明（フジテレビ
ジョン）、宮崎晋（博報堂）、元井康夫（電通）、
山村哲（東北新社）の5氏が選任された。
　高田新理事長は「歴史あるACCで理事長に選
ばれたことを光栄に感じると同時に、その職責の
重さに身の引き締まる思いです。時代の様々な変
化にしっかりと向き合いながら、ACCの進む道を
いい方向に変えていきたい」とあいさつ。前理事
長の永田圭司氏は、「副理事を４年、理事長を６
年と都合10年ACCに携わってきました。振り返る
とこの10年は不況、さらに震災、IT化など容赦の
ない社会の変化があり、CMも変遷を求められて
きました。難しい状況の中50周年事業、一般社
団法人化を遂げることができました。しかし、こ
れからのACCの未来は、決して楽観を許しませ
ん。皆様方が万一にも今までの延長線上で過去
を引きずるようなことがあれば、CM界の発展も、
ACCの未来も大変厳しいものと思っております。

新時代に即したACCとして、発展していってほし
いと願っています」と退任のあいさつをした。専
務理事は引き続き武藤恒義氏が務める。
　すべての議事を終わらせ、総会は終了した。引
き続き、理事長賞の贈賞に移り、太陽企画会長の
岡田髙治氏に、永田前理事長から賞が贈られた。
（詳細はP8）

　その後行われた懇親会では、味の素株式会社
の髙橋健三郎氏が、「心理不況をどう破るか、そ
こがまさしく広告の妙だと思います。この２年弊
社では広告、マーケティング等の働きでかつてな
い増収増益を得て、広告の力がとても見直されて
います。制作者のみなさんにいいものを作ってい
ただき、生活者の中に刺していかなければと思い
ます。ACCの役割はますます重要になってくると
思います」と乾杯の音頭を取った。

◆新理事長に高田坦史氏
　副理事長に5氏が選任

監査報告をする浅井俊彰監事

高田坦史新理事長

乾杯の音頭を取る味の素の髙橋健三郎氏 懇親会会場であいさつをする高田新理事長
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ごあいさつ

一般社団法人全日本シーエム放送連盟

理事長  高
た か だ

田　坦
ひ ろ し

史

　世界同時不況を契機に、2008年から4年連続
で前年実績を下回った広告市場は2012年には
前年実績を上回り、量的な側面では明るい兆し
も見えてきました。
　一方で、市場を取り巻く環境は、構造に関わ
る質的な変化が確実に進行しており、その変化
はより大きくなりこそすれ、収まる気配は全くあ
りません。
　東日本大震災は人々の価値観を変え、日本人
としての絆を強化しました。そして過剰な消費、
贅沢な暮らしを良しとしない、スマートな社会
への転換も強く促しています。
　また、IT技術の発展は様々な情報端末を生
み出し、SNSやYouTubeなどソフト技術は、情
報をより手軽に即時にグローバルに受発信する
ことを可能にし、生活者の情報への接し方は様
変わりしています。そして、インターネットの普及
により、情報は瞬時に世界を駆け巡るようにな
り、国間の距離は急速に縮まりつつあります。
加えて、TPP等、経済連携協定の拡大と簡単に
は食い止めるのが難しい国内の人口減少（市場
縮小）それらに伴う否応なしのグローバル化の
進行。

　枚挙にいとまがない変化の中で、CMに求め
られることも変化していかざるを得ないのは至
極当然です。そして、ACCもしっかりこの変化

に向き合っていかなければならないし、CMが
時代の空気を読み、先端を切り取ることをする
ならば、CM関係者はこれらの変化をチャンス
と捕えない理由はないと思います。
▶人々が求めている方向に社会を動かしていく
ことを企図したものがも

・

っ
・

と
・

出てきても良いの
では。
▶ネットは生活者、就

なかん

中
づ く

、若者達には明確にメ
ディアの１つとして位置づけられていることを考
えると、ACCも現実を直視した対応が必要でし
ょう。
▶日本の文化を世界に広める「Cool JAPAN」
活動に乗ることはできないか？
世界に通ずるCMが日本からもっと生まれてき
ても良いと思うし、日本のクリエイティブはその
気になればできるはず。クリエイティビティあふ
れる作品には言葉の壁を超える力が間違いな
くあります。クリエイティビティはローカルなもの
でもあるが、グローバルでもあるのです。

　こうした激動の時期に伝統あるACCの理事
長に就任することは真に名誉なことであります
が、その責任の重さに身の引き締まる思いであ
ります。浅学菲才ではありますが、広告業界、
並びにACCの益々の発展に微力を尽くして参
る所存ですので、皆様方のご支援ご協力を宜し
くお願い致します。

◆理事長に高田坦史氏が就任しました。

〈プロフィール〉
1969年トヨタ自動車販売株式会社に入社。1995年に同社宣伝部長、2001年同社取締役、2003年同社常務役員、2005年同社専務取締
役。2009年に株式会社トヨタマーケティングジャパン代表取締役社長、株式会社トヨタモーターセールス＆マーケティング代表取締役社
長等を歴任し、2012年に独立行政法人中小企業基盤整備機構の理事長に就任（現在に至る）。2013年5月一般社団法人全日本シーエム
放送連盟理事長就任。静岡県出身。 

◆理事長賞に岡田髙治氏

　平成19年度より現在に至るまで、長年に亘りACCの副理事長として、連盟全体の事業運営に大
きく貢献されました。特にACCの50周年記念事業では、ACC賞マーケティング・エフェクティブネ
ス部門及びクリエイターズ殿堂の設立において中心的役割を果たしていただきました。

　JACの代表としてお手伝いするようになり、50周年を境にして6年。副
理事として何をやったかと考えますと、ここに立っているのが恐縮です。
多難な10年でしたが、これからの10年の方がもっときつそうに思えます。
皆様方のさらなるご協力をお願いします。
（※贈賞時のごあいさつより）

＜受賞理由＞

左から永田前理事長、岡田氏、高田理事長
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　今年もACC CM FESTIVALがはじまりました。
　本年度はテレビCM部門に「地域賞」が創設されます。また新・テレビCM部門審査委員長に、
岡康道氏が就任。ラジオCM部門は昨年と同じく澤本嘉光氏、マーケティング・エフェクティブネス
（ME）部門は秋元康氏に、引き続き審査委員長を務めていただきます。
　テレビCM、ラジオCMの対象期間は、2012年７月１日～2013年６月30日となっています。

【地域賞の新設（テレビ）】
　今年から、テレビCM部門に「地域賞」を創設します。地域テレビCM部門にエントリーされた作品か

ら、地域審査会が「地域ファイナリストを」選出。その中から全国審査会の審査員メンバーが、各地域

の「地域賞」を１本選定します。

　この賞は各地域のクリエイターが相互啓発し、ローカルクライアントのマーケティングや販促活動の

ために、より高質なCMを制作するための一助となるよう新設されました。

　各地域からのたくさんのご応募をお待ちしております。

地域区分（７区）
　　　　　北海道／東北／関東・甲信越・静／北陸・中部／近畿／中国・四国／九州・沖縄

【スケジュール】
　作品のエントリー・素材受付は６月３日～７月１日。その後８

月上旬～中旬にかけて、全国７カ所でテレビ・ラジオ地域審査

会が行われ、９月に全国審査会が行われます（テレビ９月２～

10、19、20日／ラジオ９月３、６、９日／ME９月４、11日）。

　入賞作品の発表は９月26日。記者発表後、17：30ごろにホ

ームページにて全入賞作品リストを掲載します。贈賞式は10月

31日（時間未定）に東京都千代田区の有楽町朝日ホールで、記

念パーティは同日に帝国ホテル＜富士の間＞で行われます。入

賞作品発表会は、11月８日の東京発表会を皮切りに、全国で

実施します。
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【新テレビ審査委員長・岡康道氏メッセージ】

　テレビCM部門の審査委員長に、新しく岡康道氏が就任しました。

　審査はメッセージです。

〝何を選び、何を選ばないのか。〝

　グランプリをはじめ

　受賞作品すべてに、この〝問い〝 が発せられます。

　ACCのメッセージは、誰かや何かの代表ではありません。

　独立したACCそのものの、「価値観」です。

　若者が憧れベテランが納得する、

　もう一度観てもらいたいCMたちを選びたいと思います。

　審査員は１０人に絞りました。

　全員CDです。　

　全員ライバルです。

　自分が関わったCMに投票はできません。

　準備は、整いました。

　応募をお待ちしております。

岡　康道
小田桐　昭
佐々木　宏
佐藤　カズー
澤本　嘉光
中村　猪佐武
永井　一史
古川　裕也
宮崎　晋
山田　高之

TUGBOAT クリエイティブディレクター／CMプランナー／コピーライター
小田桐昭事務所 CMディレクター、イラストレーター
シンガタ クリエイティブディレクター
TBWA＼HAKUHODO エグゼクティブ・クリエイティブディレクター
電通 エグゼクティブ・クリエーティブ・ディレクター/ＣＭプランナー
マッキャンエリクソン クリエイティブディレクター
HAKUHODO DESIGN 代表取締役社長／アートディレクター／クリエイティブディレクター
電通 コミュニケーション・デザイン・センター長／エグゼクティブ・クリエーティブ・ディレクター
博報堂 チーフクリエイティブオフィサー
アサツー ディ・ケイ　クリエイティブ・ディレクター／ＣＭプランナー

審査委員長
審査員

【テレビCM部門審査員】（敬称略）

【ラジオ審査委員長・澤本嘉光氏メッセージ】

　ラジオの委員長をやることになって２年目です。去年やって

みて痛感したことは、選ぶだけじゃいけない、ということ。選ん

だ結果がメッセージとなって世の中に伝わらないと。

　去年は、おととしまでは原稿でしか読めなかった受賞作を

webでも聞けるようにできました。聞けないことがびっくりで

したが。

　また、結果をラジオ番組として放送していただくことにもし

ていただけました。もちろん、今年もそれらは継続したい。

　ラジオに「変わろう！」と号令をかけるには、まずＡＣＣ自体

が変わったほうがいいことがまだありそうです。ただ名誉を与

えてわ～いわ～いという賞は必要なく、ラジオＣＭに関心を持

ってもらい、未来を作るためのショーケースに。仮に学生が運

営したらいったいどういう賞になるんだろうな、と思うこともあ

ります。

　なにか起こして行く、そのために今年も審査員には、作り手、

聞き手、流し手、しゃべり手、そして他のメディア、の代表混ざっ

ての審査になります。

　表現でも、仕組みでも、いい芽をみつけて誉めてあげるよう

な審査に出来ればと思っています。何かが起こりそうな、出来

そうなメディアだと思えるように。

澤本　嘉光
井田　万樹子
井村　光明
大久保　佳昭
クリス・ペプラー
見目　幸伸
権八　成裕
中山　佐知子
西田　善太
廣瀬　泰三
福島　和人
福本　ゆみ
細川　美和子
山田　美保子

電通 エグゼクティブ・クリエーティブ・ディレクター/CMプランナー
ペープロ CMプランナー
博報堂クリエイティブ・ヴォックス クリエイティブ・ディレクター
ビッグフェイス プロデューサー
TV・ラジオパーソナリティ
文化放送 CMディレクター
シンガタ CMプランナー
ランダムハウス コピーライター＆ディレクター
マガジンハウス BRUTUS編集長
電通 関西支社 CMプランナー
博報堂 エグゼクティブクリエイティブディレクター
福本ゆみ事務所 コピーライター／ディレクター
電通 コピーライター
ヒロイン 代表取締役

審査委員長
審査員

【ラジオCM部門審査員】（敬称略）
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早乙女　治
安藤　元博
池永　忠裕
岡野　宏
岡本　善勝
岸　志津江
島崎　絋而
田中　里沙
津山　克則
中井　規之
藤井　久
三浦　武彦
八塩　圭子

アサツー ディ・ケイ エグゼクティブ・クリエイティブディレクター
博報堂 エンゲージメントビジネスユニット エグゼクティブマーケティングディレクター
電通 プロモーションデザイン室長
キヤノンマーケティングジャパン コミュニケーション本部主席
資生堂 CSR部 環境企画室長
東京経済大学経営学部教授 日本広告学会会長
味の素 理事 広告部制作企画グループ長
宣伝会議　取締役　編集室長
クリエイターズグループMAC 理事
アサツーディ・ケイ 執行役員 統合ソリューションセンター 総括
博報堂 クリエイティブ戦略企画室長
電通 顧問
フリーアナウンサー

審査委員長代行
審査員

【ME部門審査員】（敬称略）

◆選考委員（敬称略、五十音順）
　選考委員長　小田桐 昭 

　選考委員　　岡田 髙治　 坂田 耕　 杉山 恒太郎　 永田 圭司　 宮崎 晋　

【第３回クリエイターズ殿堂】
　「クリエイターズ」殿堂は、2010年にACC設立50周年を記念して創設されました。CMという
作品が「ACCパーマネントコレクション」に殿堂入りすると同時に、そのような優れたCMを長年
作り続けたクリエイターにも焦点を当てるべきとの考えから設立されたものです。当初、作品選
考会は２年に１回開催することとなっていましたが、この事業を迅速に進めるため、当面毎年選
考をしていくこととなりました。
　本年度の本選考会は8月30日に行われる予定です。

審査委員長　 秋元　康　　作詞家

※役職は5月10日現在

14
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「広告ロックンローラーズ」のスペシャル動画をＡＣＣホームページで 　       

 配信しています。ぜひ、ご覧ください。 www.acc-cm.or.jp
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　周知のことですが、宮崎地区はR・TV合わせ
て民放３局地区です。従って、３年に１回幹事社
が廻ってきます。昨年度（平成24年度）は弊社が
幹事社でした。１年前の会場押さえから始まり、
ＡＣＣ事務局様とのやりとり、また、案内看板の
手配、告知素材（R・TV）の準備、会場スタッフと
の打合せ等諸々の作業を経て毎年２月に行われ
る発表会を迎えます。
　使用する会場は、その名前を聞けば、県民なら
ば、「ああ、あそこか！」とすぐわかる所です。そ
こは、コンサート、講演会等に使用される所です
のでキャパシティとしては、充分ゆとりはあり
ます。
　会場の近くは、図書館、公園等の文化施設もあ
りますので、環境的には申し分はありません。ま
た、発表会が平日に開催され、入場も無料ですの
で、観客の大半は、主婦・学生（大学生等）です。
　もちろん、地元のスポンサーの方、広告代理
店等、広告業界関係者も、仕事の合間を見
て見学に来られています。また、最近は都
合で来ていませんが、宮崎市内の高校の一
クラスが何年か続けて授業の一環として
先生引率の元、見学に来ていました。その
とき印象に残ったことは、さすがに笑い声
が元気よく、来ていた他の観客もそれに釣
られて笑い声が大きくなっていました。お
かげで大変盛り上がりましたが、しばらく
経ってから気付いたことがありました。そ
れは、他の観客（私たちも含めた）と彼らの
笑いのポイントが合わないのです。つま

り、私達が面白いと思い、笑ってしまうところ
は、彼らの笑い声はあるにはありますが、多いも
のではありません。
　反対に、彼らが面白いと思って、大きな笑い声
を上げるところは、私たちはあまり面白いと思
うところではありませんでした。まさしく、私た
ち（おじさん、おばさん）が、「何で、このポイント
で笑うのか？」と思うところで、彼らの大きな笑
い声が響き渡ったのです。図らずも、こんな処
で、自分たちの年齢を意識する結果になったの
です。
　以上、ちょっとばかり、ショックな経験もあり
ましたが、この発表会は広告業界を志す人たち
のみならず、県民の文化イベントのひとつとし
ての役割も充分果すと思います。　　
　従って、今後、県民に対するできるだけの周知
活動が肝心との思いを新たにしている今日この
頃です。

宮崎放送
編成局ライツ部

西畑　誠一

宮   崎
ロコ情報 ACC CM FESTIVAL入賞作品

発表会事情（宮崎）

差

点

交

ACC 関連 4 団体からのお知らせ

第53回消費者のためになった広告コンクール 募集
公益社団法人　日本アドバタイザーズ協会

日本のCM500選
一般社団法人　日本アド・コンテンツ制作社連盟

第69回JAAAクリエイティブ研究会および各地開催のお知らせ
一般社団法人　日本広告業協会

ラジオ再価値化プロジェクトを始動
一般社団法人 日本民間放送連盟

　日本アドバタイザーズ協会主催、経済産業省
後援「第53回消費者のためになった広告コンクー
ル」の作品募集を行っています。
　当コンクールは、審査員に広告関係者を含ま
ず、消費者代表の方々による消費者視点での審査
で入賞作品の選考が行われ、最優秀作品には経
済産業大臣賞が贈られます。
　新聞・雑誌・テレビ・ラジオ・Ｗｅｂの５部門で
実施しており、昨年７月１日～本年６月30日までに
掲載・放送されたものが対象となり、当協会委嘱
の消費者モニターからの応募のほか、広告会社・
制作会社・媒体社・アドバタイザーの各社様から
もご応募をいただけます。（締切は７月10日）
　募集要項などの詳細は、当協会ホームページを
ご参照の上、奮ってご応募ください。

　連盟創立50周年事業の一環として進めてきた
「日本のCM500選」のDVDが完成した。昭和28
年８月28日、日本テレビで精工の時計が正午の
時報を告げた。これが日本における最初のテレビ
CMである。実はこれが35ミリフィルムの裏掛け
だったようだ。爾来40万本を超えるCMが世の中
に輩出したが、この中からベスト500CMを選び保
存しておこうという事業である。このため連盟内
に50周年事業実行委員会を設立し、多くの審査
委員の懸命なる努力により纏まったものである。
　どの作品も世の中を沸かした名作・秀作であ
り、記憶に残されたものばかりであるが、年輩者
にとっては懐かしく、若い人にとっては新鮮な感
覚で見ることができると思っている。

　６月21日、第69回クリエイティブ研究会を東京
ヤクルトホールにて開催した。2012年のクリエイ
ター･オブ･ザ･イヤーの伊藤公一氏（電通）と、同
賞審査委員特別賞の福部明浩氏（博報堂）、メ
ダリストの中村信介氏（読売広告社）、中島和哉
氏（アサツー ディ・ケイ）の４名の受賞者を招き、
「新しいコミュニケーション課題への答え方」と
いうテーマで講演を行った。コーディネーターは、
当協会クリエイティブ委員の松元一郎氏（第一通
信社）が務めた。
　今年の研究会は、以降、①7月11日（木）名古
屋、②９月27日（金）札幌、③10月10日（木）三島、
④11月12日（火）福岡、⑤11月22日（金）京都の５
カ所で実施される。

　民放連ラジオ委員会は、2013年度から民放ラ
ジオ全100局でラジオの持つ価値を改めて社会
に訴求する“ラジオ再価値化プロジェクト”を開
始。その幕開けとして民放ラジオ特別番組「ALL 
TOGETHER NOW 2013 by LION」を放送する
とともに、積極的な広報ＰＲ活動を展開した。
　特別番組は、1985年に民放ラジオが開催した
野外音楽フェスティバル「国際青年年記念ALL 
TOGETHER NOW by LION」のライブ音源を
活用し、ＡＭ／ＦＭバージョン（55分・60分）を制
作。民放ラジオ全100局が５月４日・５日に放送し
た。これに先立ち、４月24日に特別番組の番組出
演者および番組内容に関する記者発表会を開催
するとともに、４月29日にはリスニングイベントを
開催し、特別番組の放送を盛り上げた。

宮崎放送   西畑 誠一氏
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　ＡＣＣでは今年も人材育成の一環として、全国の学生を対象に「第26回
ACC学生ＣＭコンクール」を実施します。
　このコンクールは毎年、協賛広告主から提示されたテーマ商品を題材に
テレビＣＭとラジオＣＭを制作して競うもので、昨年は2,443件の応募があ
りました。
　今年の協賛広告主は下記9社です。なお作品の応募形式は、昨年同様
ACCのホームページから応募するネットエントリーです。応募の詳細はＡＣ
Ｃホームページの「学生ＣＭコンクール」にある『本年度応募要項』でご確
認ください。
　受付期間は7月1日から8月20日まで。10月にクリエイティブ委員会で最終
審査会を行い、入賞者を決定します。

既存の広告作品にとらわれない、
学生らしくオリジナリティ溢れるアイデアに期待！！

〈協賛広告主〉
●味の素㈱　●㈱ＮＴＴドコモ　●近畿日本ツーリスト㈱　●サントリーホールディングス㈱　●㈱資生堂　●大正製薬㈱
●パナソニック㈱　●㈱明治　●ライオン㈱　(五十音順)

■詳しくはACCのホームページ  http://www.acc-cm.or.jp/  まで

ＡＣＣ
学生ＣＭ
コンクール

第26回
2013

26

告 知 板

広報委員会/ 委 員 長 　生野 徹 
　　　　　　編集長　中嶌 直子
　　　　　　委　員　大城 勝浩　迫水 常邦　佐藤 信彦　
　　　　　　　　　　重野 謙介　島口 茂樹　土井 直基　
　　　　　　　　　　沼澤　 忍　野田 高澄　古屋 路加　
　　　　　　　　　　前田 理恵　松熊 俊和　光居　 誠　
　　　　　　　　　　吉田 大二　渡邉　 誠
表紙デザイン/ 竹村 優奈 ㈱電通
編集協力/ K R N㈱、コミヤ印刷㈱、あいたい、矢島 史

編 集 後 記

■

■

■

あくまでも個人的な「感じ」ですが、今年になってから、ムードと
いうかリズムというか、何かがポジティブ方向に変わった気がしま
す。仕事目線で簡潔にいえば、「忙しくなった」という方がわかりや
すいでしょう。業界の景気も肌感で感じられるくらい回復か？
「今日もカチンコ勝負」。「ガチンコ」ではなく「カチンコ」です。お
間違えのないように。ダジャレのタイトルをかましました。とほほ。
この連載で、東北新社の佐藤こずえさんが「若者がつくるチャンス
が少ない」ということを訴えています。痛いほどに。実際そうなんだ
ろうと伝わってきますねえ。過去のお話より今の諸問題のなげかけ
を、と現場からの発言に場を譲ったのがこの連載。今後にも期待。

（NN）

一般社団法人 全日本シーエム放送連盟
〒105-0004
東京都港区新橋3丁目1-11長友ランディックビル5階
TEL.03-3500-3261　FAX.03-3500-3263
　URL　http://www.acc-cm.or. jp/

＜表紙より…＞
第2回目のテーマは『鼻』です。

匂いという情報は五感の中で表現しづらい感覚かもしれません。
他の人に匂いを説明するのはとても難しい、だけど自分が一度かいだこ
とのある匂いは忘れないし、
その香りがしていた過去を思い出します。
私の場合はキンモクセイの香りをかぐと、高校の渡り廊下で見た中庭を
思い出します。
匂いの出る広告。そんなものがでたら面白いのにな、と思います。

電通  アートディレクター     竹村 優奈

●第22回定時総会（5月24日）
平成24年度事業報告・決算報告承認の件

理事報酬の総額上限承認の件

理事選任の件

●第75回理事会（4月24日）
平成24年度事業報告・決算報告承認の件

平成25年度役員選任の件

第49回鈴木ＣＭ賞・第50回ＡＣＣ理事長賞・

第19回ＡＣＣ貢献賞受賞者承認の件

諸規定の改訂について

定時総会招集及び提出議案の件

●第76回理事会（5月24日）
平成25年度役員選任の件

公益目的財産額の確定について

●正副理事長会（4月22日）
平成25年度役員について

各委員会活動報告

●総務委員会（4月22日）
平成24年度事業報告・決算報告の件

鈴木ＣＭ賞・ＡＣＣ理事長賞・ＡＣＣ貢献賞

候補者について

諸規定の改訂について

●広報委員会（5月14日）
会報147号検証、148号進捗状況、

149号編集会議

●クリエイティブ委員会（5月29日）
第26回ＡＣＣ学生ＣＭコンクールについて

本年度ＣＭシンポジウムの開催内容について

●技術委員会（5月15日）
本格運用開始後のラウドネスに関する

意見交換

研究会内容について（4Ｋ・8Ｋテレビ）に

ついて


